
「富山ニュービジネス協議会」第 2回例会 

 

平成 28年 10月 11日（火）18:00～20:00 

於：富山県民会館 

講師：公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会 

副会長・政策委員会委員長 松田 修一 氏（早稲田大学 商学博士・名誉教授） 

参加者：40名 

 

講演テーマ 「ファミリービジネスにおけるニュービジネス化加速」 

 

富山NBC第 2回例会（例会委員会主催）が開催されました。 

講師の松田氏より、「ファミリービジネスにおけるニュービジネス化加速」をテーマに、様々な提言をいただ

きました。 

         

  

                    

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

日本では 99％がファミリービジネスである。 

現在、中小企業における社長の平均年齢は 68歳と 20年前より 20歳も高くなっており、 

若い人が引き継ぐ経営をしなければいけない。事業継続に新たな発想を加えて、イノベーション的に 

発展させる知恵が必要である。これが、ニュービジネス協議会ができた趣旨である。 

 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（例） 

ソフトバンクは 3兆円の M&Aを実施。 

その資金はほとんどが自社調達。 

海外投資によるリターンによるもの。 

（例） 

このような取組み・事業展開が 

ニュービジネス協議会の役割 

最低 3人、子どもをつくる、 

評価する仕組みの構築が必要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスを活性化させるためには、 

旧態の会社をどのように倒産させるか！ 

活性化させるためには適度な入替が必用！ 

廃業しないと開業できない！ 

いかに廃業を革新的な開業へ引継ぐか！ 

そのような人材を育成できるか！ 

仕事さえあれば、生まれ育った地域に留まりた

い人、海外からの留学生の定着も可能。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日ご講演された資料を抜粋して掲載させていただきましたが、今回ご講演いただいた内容が、そのまま 

日本ニュービジネス協議会から日本政府に対しての政策提言となっており、極めて奥深い内容ではございま

したが、大変わかりやすく、ポイントを押えてご講演いただきました。ご講演を拝聴された会員の皆さまの

今後のビジネス展開の一助となれば幸いです。 

海外進出しようとする企業ほど、 

日本での雇用が多い。 

ブランド創りと販売チャネルの確立！ 


